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理科支援員等配置事業の実施について 
 
小学校理科の授業の活性化と充実を図り、理科好きな子どもたちを増やすために理科支援員等配置事

業を実施いたします。 
 
１ 事業目的   本事業は、研究者・技術者、大学(院)生等の有用な外部人材を、理科支援員や特別

講師として小学校５、６年生の理科の授業に配置し活用することで、理科の授業にお

ける観察・実験活動の充実を図ることを目的としています。 
 
２ 事業内容  ○理科支援員の配置 
          平成２１年９月から平成２２年２月末日までの間で１校につき２１日間、さいた

ま市立小学校に理科支援員を配置します。理科支援員は、小学校５、６年生の理科

授業に関して、観察、実験等の準備及び後片付け、観察、実験等の実施の支援、理

科室及び理科準備室の整備等を行います。大学生、退職教員、地域の方などを配置

する予定です。 
        ○特別講師の派遣  
          平成２１年度中に１回、さいたま市立小学校に、特別講師を派遣します。特別講

師は、小学校５・６年生を中心に科学に関する特別授業を実施します。大学教員や

企業技術者、理科教育の振興に対する関心及び知識を有する方などを派遣する予定

です。 
 
３ 事業の経過  さいたま市では、従来から知育の総合的な振興策「学びの向上さいたまプラン」に

「さいたま市理数教育推進プログラム」を位置付け、理数大好きスクール推進事業等

を実施し、理数教育の充実に努めてきたところです。 
         これまで、学校への人的支援として、埼玉大学と連携して理科の授業を補助する「サ

イエンスアシスタント配置事業」（４校実施）や、先端的な科学に関する授業を実施

する「特別講師派遣事業」（１０校以上）を実施してまいりました。 
         教育委員会といたしましては、理数教育の一層の充実を図るため、サイエンスアシ

スタント配置事業、特別講師派遣事業を承継、拡充するため、理科支援員等配置事業

を実施し、９月から市立小学校全校に理科支援員を配置するとともに、特別講師を派

遣します。 
 
４ 事業の特色  理科支援員の全校配置は、政令市でさいたま市と川崎市だけです。 


